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＜病棟連絡事項＞

・職員検診のスピッツが届いている為、各自期間内に実施しましょう。
＜ベッドコントロール＞

・山本　真智子様～本日、北病棟へ転出となりました。
・酒田　絹代様～本日、東病棟より西病棟Bユニット23号室へ転入となりました。
＜患者連絡事項＞
・船田　泰子様～AZ点眼液　1本、4/21～起床時リボトリール0.5mg 14日分処方。
＜要注目患者様ケース検討＞

・吉田　守幸様～むせこみ無く食事摂取されており体温36度台で経過しています。
　　　　　　　　引き続き水分摂取を促し、都度バイタルサイン測定しましょう。
　　　　　　　　　　　

・小坂　君子様～私物に関する訴えは特に聞かれず落ち着いて過ごす事が出来ています。

・太田　富夫様～大声を出す様子や感情失禁する様子があり、頓服薬使用しています。
　　　　　　　　他者トラブルはありません。引き続き精神症状の観察をしましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・藤原　絵瑠久様～気分高揚さや漠然とした不安感訴えあり気分変動し頓服使用回数が増えているも衝動行為は無く経過していること等情報提供。

また、外来通院時に交際相手への手紙を持参する為主治医通して文通したいこと話し主治医許可有。また主治医面談で主治医から御家族へ伝えて欲しい事について話されています。
退院指示、退院時処方、不安時ブロマゼパム30回分、不穏時レボトミン20回分処方。
・佐藤　准様～疼痛時、不眠時連日使用していること、断酒を目標としているが継続は
難しいと話している事、退院日については4/22面談するまでは本人も分からない事情報提供。診察では断酒不安な理由について問われるも言葉を濁している。仕事復帰は検討しているとのこと。

左腕のレントゲン結果異常ないこと説明受けている。臨時薬継続処方。
・河村　哲久様～他者への易怒性やカウンターを叩く粗暴行為が続いている事、他者との物のやりとりでトラブルとなっている事、自己中心的な言動が多い事等情報提供。診察では土曜日から易怒性が出てきていると訴え、他患者様への不満や一方的な訴え東病棟には移動したくない等話している。

主治医より物のやり取りはしないように指摘を受け了承あり。

臨時薬レボトミン（25）2T→3Tへ増量。
・成田　富士子様～血糖不安定で4/16低血糖あった事、尿失禁気にしている事、数人の他患者様と口論となったこと情報提供。失禁気になるとの事で臨時薬ヒベルナ糖衣錠（25）1T1×寝る前が追加となる。
・小泉　裕子様～妄想言動、退院希望訴えある事情報提供。診察でも妄想言動著明で
まとまりない言動聞かれている。

臨時薬フルメジン糖衣錠（1）6T→3T、セロクエル（100）3T3×毎食後が開始。
・成田　賀枝様～依存的言動あるも独歩可能な事、転倒無い事、食事の際軽度むせ込み
あること夜間妄想言動あったこと情報提供。診察では皮膚掻痒感ない
こと、腰痛、ふらつきあること話している。

また、目の霞と目やに訴え点眼液シアノコバラミン点眼液1本処方
（1日2回）。臨時薬クレマスチン（1）1T1×夕中止となる。
・岡本　将孝様～食欲不振訴え毎食拒否あるも促しにて全量摂取出来ている事、

腹部不調と便失禁以前より改善しているが続いている事、活動性に
乏しい事情報提供。診察では肛門が開いて便が漏れる、軟便であると訴え有。臨時薬センノシド中止、アミトリプチリン塩酸塩錠（10）2T
2×朝夕→アミトリプチリン塩酸塩錠（25）2T2×朝夕へ増量となる。

また今後北病棟転出候補許可有。
・工藤　みず紀様～本人より外出や退院希望あり。今後検討していくこと説明し了承あり。

また痰が出しづらいと訴えあり、臨時薬アンブロキソール（15）2T
2×朝・夕が追加処方。
・沢田　秋子様～昨日落ち着かなさ訴え頓服使用し、その後も時間空けず希望聞かれている事情報提供。診察では落ち着かない事があったか質問されるも言葉濁している。頓服薬は2時間空けて使用可の許可あり。内服変更無し。
・左京　孝成様～診察時家族様より退院日は本人に伝えないように伝言があった事

家族からではなく主治医から退院を進めるにあたり約束が条件となる事を伝えて欲しいと話があった事情報提供。退院指示、退院時処方あり。

臨時薬アトモキセチン（40）1T→2Tへ増量。本人希望で朝のみパンへ変更。
・吉田　守幸様～4/17　38度台発熱あり頓服とクーリングで対応していること
以降37度代で経過し、倦怠感、体熱感あること情報提供。本人より
痰が出ると訴えあり。他随伴症状訴えなし。水分取るように説明を
受けている。

臨時薬セフカペンピボキシル（100）3T3×3日分、本日昼より開始。
＜皮膚科診察情報＞

・佐々木　章洋～内服継続処方。特変無い為、同前処置にて継続していくよう指示有り。

アタラックスＰ(25)2CAP 2×1/7日分処方。
・下川戸　長司様～臨時薬継続処方。水疱新生無い為処方処置変更なし。

退院の為プレドニゾロン(5) 0.5T 29日分、ソフラチュール3枚

デルモゾールDP軟膏3本処方となる。
・村舘　ミネ様～左大腿部の腫瘤特変無く、同前処置にて継続していくよう指示有り。

デルモゾールDP軟膏1本処方。
・藤原　絵瑠久様～デルモゾールDP軟膏1本処方。
・續石　啓介様～フロジン外用液1本処方。
・太田　富夫様～皮膚科診察にてアズノール軟膏、デルモゾールDP軟膏

各1本ずつ処方となる。
＜転入患者様情報＞
※転入サマリー参照
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女

●食事

●義歯

●排泄

　

●清潔

●睡眠 良

洗濯 家族

喫煙 無

間食制限

自宅（金銭的な面から入院は1ヶ月程）

現在の処置 なし

ADL

問題行動 なし

処遇制限 なし

 自立

最終入浴日（令和4年4月14日）

生活自己管理状況

備考

買い物

退院計画

（家族受け入れ状況）

令和4年4月8日　（1回目）  入院形態　：　任意

病名  主病名　：うつ病  身体合併症　：なし　

備考

食欲、意欲低下みられ入院となっている。食事は1/2～全量摂取。食事以外は殆ど臥床経過。

悲観的発言はなし。



（緊急時）救急搬送

（洗濯）家族、毎週金14～16時。ﾊﾟｯﾄｵﾑﾂ類家族依頼。

（売店）不可。差し入れのみ

（他科診）なし。持参薬ハイゼット（高脂血症）4/23まで飲み切り止。他当院代替済

（コロナワクチン）3回目R4.3月

杖歩行の為杖持参



4/25　14：00　介護認定調査

最終排便（令和4年4月18日）

精神症状 食欲低下、意欲低下

 

転棟サマリー

（東病棟Cユニット→西病棟Bユニット）

転出日：R4年　4月　19日

患者様氏名 酒田 絹代  　様  担当主治医　：　田名部　茂

 

 有

入院年月日

不可。差し入れのみ

   

 

 なし

 上総義歯

 自立

 日中布パンツ+パット、夜間テープ付きオムツ。自分で装着。

 一部介助

 


